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Ⅳ主要成果の具体的データ
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第１図ﾘｰﾌレタスにおける機械移植の省力効果
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Ⅵ今 後の研究上の問題点
１ 多条植え移植機の検討

２リーフレタス、生食用ホウレンソウにおける収穫、調製作業の省力化技術の確立

３加工用（搾汁用）ﾎｳﾚﾝｿｳの一貫した機械化作業体系を確立するため、撒械
・の刈取りを前提とした栽植様式…省力的な集束作業の検討
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